
資料２ʷ３

PTA

６町単位で２年に１回開催を定着させる

"よこやまみまもりたい”と書

かれた反射板付きのたすきを

各町10本ずつ配る

→子どもの見守りに加えまち

の防犯対策にもつながる

顔の見える関係を継続することが防犯・防災につながることなどの周知啓発も併せて行う 例：なんでも相談会の活用や広報物の作成

１２町それぞれの備えについ

て聞き取り調査を行い町会⾧

ベースで話し合いを行う

まずは、『防災・減災への取組み』を中心に様々な単位で協議を進めていく

コロナ禍も明け、少しずつ行事を再開していく

実施状況を評価していく

少しずつ参加団体を増やし検討を進めていく

年に1回実施する“防災訓練”にも反映させる

各町のマニュアル内容を共有、必要時修正等も検討しながら住民へ発信

槇尾っ子まつりなどでの連携を継続しているが、ＰTAの役員との連携などが課題

令和7年4月から

槇尾学園開講


